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　デカニュートン（daN）という単位を見たこと
があるでしょうか。筆者がよく見かけるのは
キャスターの選定をしているときで、その耐
荷重の単位が daN です。1daN は 1kgf（キロ
グラム重）とほぼ同じ、0.98kgf と付記してあ
る場合もあります。この daNは単位としては、
かなりの快挙？です。
　単位はさまざまな量を表すときに使われま
す。皆が数値を見ただけで共通認識を持てる
ように、単位の共通化は重要です。単位の違
いによる混乱で有名なものは、米国のインチ
です。世界的に長さの単位はメートル（m、そ
の系統のmmや cm）を使うことになっていま
すが、米国は頑なにインチ・フィートを使って
います（重量はポンド）。そのため、米国由来の
ものを使おうとするとネジは微妙に違いますし
（例：配管、パソコンのネジ、カメラの固定ネ
ジ）、図面もインチのことがよくあります。グ
ローバル化の中で否応なくこれらの単位に直面
している現場も多いと思いますが、慣れていな
ければ換算しないと感覚的にも大きさがわかり
ません。米国内でもメートル系の設計が一般
的になってきていて、工場の方々は図面がmm
でもインチでも部品加工しなければなりません
し、DIY 店でもインチ品のほかに、ネジもレン
チもメートル系のもの（我々におなじみのもの）
も売られており、かなり混在しています。いず
れにせよ、単位の統一は重要です。
　現在、世界共通で使うことになっている単位
は、SI 単位系と呼ばれ、基本となる 7単位と
その組合わせによってできています。
・長さ：メートル（m）
・質量：キログラム（kg）
・時間：秒（s）
・電流：アンペア（A）
・温度：ケルビン（K）
・物質量：モル（mol）
・光度：カンデラ（cd）
　最初の 4個は SI の前のMKSA 単位系と呼
ばれていた時代から続いており、普及が進んで
います（ごく一部の国を除いて）。さらにその前
は、cgs（センチメートル－グラム－秒）でした。
　これらの組合わせ、たとえば、
・面積＝長さ×長さ＝ m2
・速度 ＝秒当たり距離＝ m/s
・加速度＝秒当たりの速度変化＝（m/s）/s
・力＝質量×加速度＝ kgm/s2
というように、それぞれの量の定義に従って、
単位が組み立てられます。速度、加速度は時間
変化を表すもので、秒で割ります。力は「ニュー
トンの運動の法則、運動方程式」というもので
質量×加速度と力の関係が定義されており、そ
れに従っています。この、kgm/s2 はよく使う
単位でもあり、ニュートン（N）という通称を与
えられています。このNをさらに使い、
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・圧力 ＝ 面積あたりの力 ＝ N/m2
・トルク ＝ 力×軸までの長さ ＝ Nm
など別の単位が規定されます。圧力のN/m2 に
は通称としてパスカル（Pa）が使われます。
　さて、これらの単位には倍数を指定する（桁
数を変える）言葉がつきます。
・キロ - メートル（km）＝ 1000m
・ミリ - メートル（mm）＝ 0.001m
・メガ - ヘルツ（MHz）＝ 1000000Hz
他には
・デシ（d）＝ × 0.1　・センチ（c）＝ × 0.01
・ミリ（m）＝ × 0.001
・マイクロ（μ）＝ × 0.000001（×10−6）
・デカ（da）＝ × 10　・ヘクト（h）＝ × 100
・キロ（k）＝ × 1000
・メガ（M）＝ × 1000000（×106）
・他、n, p, f, a, z, y, G, T, P, E, Z, Y
があります。
　センチメートル（cm）やデシリットル（dl）はこ
のとおりになっていますし、デシベル（dB）の d
も 0.1の dです。天気予報で有名なヘクトパス
カル（hPa）も 100Pa、農地の面積で有名なヘ
クタール（ha）も 100a です。なお、質量の kg
だけ、キロがついているものが基本です。
　天気予報でヘクトパスカルという以前に使わ
れていた単位は、というと、ミリバール（mbar）
です。SI 単位系を導入したときにPaを使うこ
とにしたのですが、一般の人も含めて「980 ミ
リバール（低気圧だ！）」に慣れてしまい、これ
を 98000Pa、98kPa というと印象がかなり変
わります。そこでヘクトを持ち出して、数値は
そのままにしたわけです。
　一方のdaNは力の表示がkgfからNに変わっ
たことが原因と推察されます。1kgf は 1kg の
ものにかかる重力の大きさで、約 9.8Nに相当
します。そこで、10Nである daNを導入する
と、1kgf＝ 0.98daNとほぼ同じ値になります。
この daNは気づいたらカタログに書かれるよ
うになっていました。多くはありませんが、キャ
スター以外にも元が kgf だったところで使用例
があります。
　さて、なにが快挙かというと、キロ－ヘクト
－デカ－デシ－センチ－ミリの間で、全く見ら
れていなかったデカがついに表舞台に登場！と
いう点です。以前から年配の先生方に聞いても
「デカは見ないねぇ」ということで、ずっと気に
なっていたので、発見したときは「ついに！」と
大喜びしました。
　蛇足ですが、大学で勉強し、試験に合格する
と、成績の他に「単位」というものがもらえます。
この単位を所定のルールで積み重ねると卒業が
認められるのですが、これも「45 時間の勉強
によって1単位」と規定されています。最近は、
いかに、この規定どおりに学生さんに勉強して
もらうか、が大学教育では話題になっています。
■参考：Wikipedia 国際単位系、SI 組立単位
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